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1.  平成21年3月期第3四半期の連結業績（平成20年4月1日～平成20年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年3月期第3四半期 3,683 ― △1,107 ― △1,009 ― △435 ―

20年3月期第3四半期 4,545 △43.5 △1,761 ― △1,652 ― △1,567 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期純利

益

円 銭 円 銭

21年3月期第3四半期 △44.86 ―

20年3月期第3四半期 △158.88 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

21年3月期第3四半期 27,878 17,834 53.7 1,562.31
20年3月期 34,713 18,803 45.5 1,616.11

（参考） 自己資本   21年3月期第3四半期  14,978百万円 20年3月期  15,796百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年3月期 ― ― ― 10.00 10.00
21年3月期 ― ― ― ――― ―――

21年3月期（予想） ――― ――― ――― 10.00 10.00

3.  平成21年3月期の連結業績予想（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  

当社は３ページ【定性的情報・財務諸表等】３．連結業績予想に関する定性的情報に記載のとおりレンジ形式により開示しております。  

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期
5,000 

～6,000
―

△900
～0

―
△800

～0
―

△800 
～0

―
△81.84
～0.00

4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

平成20年６月16日に当社の連結子会社である株式会社フジトミ55％出資で設立した子会社「株式会社エコ＆エコ」を第１四半期連結会計期間から連結の範囲に含
めておりますが、開示府例第19条第７項に規定する特定子会社には該当いたしません。  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  無  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は、３ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。  

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
１．本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績
等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。なお、上記業績予想に関する事項については、３ページ【定性的情報・財務諸表等】３．連結業績予想に関する定
性的情報をご覧ください。 
２．当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第
14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。  

新規 ― 社 （社名 ） 除外 ― 社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年3月期第3四半期  10,094,644株 20年3月期  10,094,644株

② 期末自己株式数 21年3月期第3四半期  504,091株 20年3月期  320,031株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 21年3月期第3四半期  9,717,301株 20年3月期第3四半期  9,862,980株



（事業環境） 

  当第３四半期（９か月）におけるわが国経済は、世界的な金融危機による景気の減速が国内経済にも影を落とし始

めております。円高の進行により多くの企業業績が圧迫され、かつ、雇用情勢が大幅に悪化し個人消費の落ち込みに

拍車がかかっております。このような環境のなか金融不安や信用収縮の影響から経営破綻する企業が増加するなど景

気は後退局面を迎えております。 

（業界の状況）  

 このような経済環境のもとで、当社グループの主たる事業である商品先物取引業は、依然として厳しい経営環境が

続いていることに加え、原油をはじめとした商品価格全般の乱高下を受けて取引を手控える傾向が顕著に現れ、全国

商品取引所総売買高は73,252千枚（前年同期比33.1％減）と引き続き低迷を余儀なくされました。 

（当社グループの業績） 

  当社グループの収益の大半を占めている商品先物取引部門は、市場の流動性が低下している影響もあり総売買高は

2,563千枚（前年同期比40.0％減）となりましたが、四半期ごとの委託売買高には改善傾向が見られ始めてきており

ます。 

 営業収益の主な内訳は、次のとおりであります。 

 受取手数料のうち、商品先物取引部門は1,813百万円（前年同期比28.5％減）となり、これに外国為替証拠金取引

部門と証券部門等を含めた総受取手数料は1,916百万円（前年同期比26.0％減）となりました。 

 売買損益のうち、商品先物取引部門は第２四半期（７月～９月）の不調もあり969百万円（前年同期比41.7％減）

となりましたが、上半期好調であった外国為替証拠金取引部門が194百万円（前年同期比30.4％増）、証券部門が247

百万円（前年同期比35.4％増）となったことから、その他の売買損益等を含めた売買損益は1,478百万円（前年同期

比14.9％減）となりました。 

  この結果、当第３四半期は営業収益3,683百万円（18.9％減）、人件費を中心に営業費用の圧縮に努めましたが経

常損失が1,009百万円（前年同期は経常損失1,652百万円）となりました。また、当社の役員退職慰労金戻入額580百

万円を特別利益に計上したこと等から、四半期純損失は435百万円（前年同期は純損失1,567百万円）となりました。

〔参 考〕営業収益の状況 

（1）受取手数料 

（2）売買損益 

定性的情報・財務諸表等 

１．連結経営成績に関する定性的情報 

  

区分 

前年同四半期 

（自 平成19年４月１日 

至 平成19年12月31日） 

当第３四半期 

（自 平成20年４月１日 

至 平成20年12月31日） 

  金  額（千円） 金  額（千円） 

商品先物取引    2,536,734  1,813,972

外国為替証拠金取引     22,633  78,367

証券取引     26,416  9,316

商品ファンド      5,064    －

生命保険販売手数料      717  15,166

合計      2,591,566  1,916,822

  

区分 

前年同四半期 

（自 平成19年４月１日 

至 平成19年12月31日） 

当第３四半期 

（自 平成20年４月１日 

至 平成20年12月31日） 

  金  額（千円） 金  額（千円） 

商品先物取引    1,664,208    969,604

店頭商品先物取引    △267,330    65,021

商品売買損益     389    2,310

外国為替証拠金取引損益     149,125    194,429

証券取引等損益     182,755    247,539

その他の売買損益     8,911    －

合計     1,738,060    1,478,904
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（3）その他  

  

 当第３四半期末の総資産は、前期末と比べ6,835百万円減少し、27,878百万円となりました。これは主に差入保証

金の減少3,098百万円によるものであります。  

 負債は、前期末と比べ5,865百万円減少し、10,044百万円となりました。これは主に、預り証拠金の減少4,098百万

円及び役員退職慰労金戻入に伴う長期未払金の減少559百万円によるものであります。 

 純資産額は、四半期純損失435百万円の計上、その他有価証券評価差額金の減少234百万円、配当金の支払97百万円

により、17,834百万円となりました。 

   

  

 当社グループは商品先物取引業を中核事業としながら金融商品取引業（外国為替証拠金取引、証券取引）等を営ん

でおり、商品先物取引業界は引き続き厳しい経営環境の下におかれることが予想されます。また、当社グループの業

績は、商品市況、株式市況、為替相場等の各種経済指標のほか、市場の流動性（商品先物市場の売買高等）の影響を

大きく受ける傾向があり、これらによって業績が激しく変動するという不確実性が存在しております。低迷を続けて

いる商品先物市場の現状から、営業収益の太宗を占める受取手数料及び売買損益を明確な数値をもって予想すること

は、大変困難な状況であり不確定要素が混在する業種の特異性及び事業環境の低迷から業績予想と実績が大幅に乖離

する傾向が顕著にみられる状況において、特定の数値による業績予想を行うことは、かえって投資家・株主の皆様の

ご判断に大きな誤解を与える懸念がございます。 

 以上のような理由により、当社グループの業績予想は通期のレンジ形式による開示とさせていただいております。

  なお、平成21年３月期の業績予想につきましては、商品先物取引部門の流動性が低下している厳しい環境にありな

がらも四半期会計期間ごとに委託売買高が改善傾向にあり、自己ディーリングも第３四半期会計期間に持ち直しの兆

しがみられたことから、今後業績への寄与が見込まれることなどの理由により、平成20年５月16日付の決算短信で発

表したものから修正は行っておりません。  

  

  

該当事項はありません。 

（注）平成20年６月16日に当社の連結子会社である株式会社フジトミ55%出資で設立した子会社 「株式会社エ

コ＆エコ」を第１四半期連結会計期間から連結の範囲に含めておりますが、開示府令第19条第７項に規定する特

定子会社には該当いたしません。 

   

該当事項はありません。  

  

  

  

区分 

前年同四半期 

（自 平成19年４月１日 

至 平成19年12月31日） 

当第３四半期 

（自 平成20年４月１日 

至 平成20年12月31日） 

  金  額（千円） 金  額（千円） 

金融収益    31,000    58,243

その他     185,014    229,590

合計     216,015    287,834

２．連結財政状態に関する定性的情報 

３．連結業績予想に関する定性的情報 

４．その他 

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 

（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

１．当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に

関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務

諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

２．通常の販売目的で保有するたな卸資産については、従来、主として移動平均法による原価法によっておりま

したが、第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号 平成18年

７月５日）が適用されたことに伴い、主として移動平均法による原価法(貸借対照表価額については収益性の
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低下に基づく簿価切下げの方法）により算定しております。 

  この結果、従来の方法によった場合に比べて、損益に与える影響は軽微であります。 

３．連結子会社丸梅㈱は、役員の退職慰労金の支出に備えるため、内規に基づく要支給額を計上しておりました

が、平成20年５月23日開催の定時株主総会終結の時をもって退職慰労金制度を廃止いたしました。これに伴

い、これまでの在任期間に応じた退職慰労金の打ち切り支給を同株主総会にて決議しております。 

  なお、支給対象期間に係る役員退職慰労金必要額49,561千円については、固定負債の「その他」に計上して

おります。 

４．金融商品取引法の施行に伴い、平成20年４月１日以降開始する事業年度より、金融商品取引責任準備金の繰

入額に係る計算方法が変更となっております。この変更による損益への影響はありません。 

  なお、従来、特別法上の準備金に計上していた「証券取引責任準備金」及び「金融先物取引責任準備金」

は、第１四半期連結会計期間末より「金融商品取引責任準備金」に科目名を変更しております。 
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５．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 11,108,285 11,869,861

受取手形及び売掛金 72,380 80,439

有価証券 20,000 119,935

商品 3,538 2,436

原材料 2,083 1,515

差入保証金 4,990,305 8,088,565

その他 3,168,929 5,303,018

貸倒引当金 △14,777 △16,319

流動資産合計 19,350,744 25,449,452

固定資産   

有形固定資産 4,032,528 4,136,387

無形固定資産   

その他 239,651 212,464

無形固定資産合計 239,651 212,464

投資その他の資産   

その他 4,303,770 4,969,212

貸倒引当金 △48,010 △53,663

投資その他の資産合計 4,255,759 4,915,548

固定資産合計 8,527,939 9,264,400

資産合計 27,878,684 34,713,853

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 14,992 5,031

未払法人税等 64,910 85,719

預り証拠金 7,642,949 11,740,954

その他 1,091,777 1,789,621

流動負債合計 8,814,630 13,621,326

固定負債   

退職給付引当金 285,319 321,710

商品取引事故引当金 165,975 381,147

その他 531,035 1,391,828

固定負債合計 982,330 2,094,686

特別法上の準備金   

商品取引責任準備金 226,042 172,823

証券取引責任準備金 － 20,947

金融商品取引責任準備金 21,191 243

特別法上の準備金合計 247,233 194,014

負債合計 10,044,194 15,910,027
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,000,000 2,000,000

資本剰余金 888,445 888,445

利益剰余金 12,180,230 12,713,856

自己株式 △404,927 △359,861

株主資本合計 14,663,748 15,242,440

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 319,647 554,397

評価・換算差額等合計 319,647 554,397

少数株主持分 2,851,094 3,006,987

純資産合計 17,834,489 18,803,826

負債純資産合計 27,878,684 34,713,853
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（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

営業収益  

受取手数料 1,916,822

売買損益 1,478,904

その他 287,834

営業収益合計 3,683,561

営業費用 4,791,463

営業損失（△） △1,107,902

営業外収益  

受取利息 33,828

受取配当金 39,439

その他 37,442

営業外収益合計 110,710

営業外費用  

支払利息 19

賃貸収入原価 4,280

匿名組合投資損失 3,253

貸倒引当金繰入額 4,233

その他 772

営業外費用合計 12,560

経常損失（△） △1,009,752

特別利益  

前期損益修正益 167

投資有価証券売却益 197,200

役員退職慰労金戻入額 580,750

その他 14,152

特別利益合計 792,270

特別損失  

固定資産除売却損 27,459

商品取引責任準備金繰入額 53,219

退職特別加算金 79,022

その他 34,320

特別損失合計 194,021

税金等調整前四半期純損失（△） △411,502

法人税、住民税及び事業税 74,070

法人税等調整額 49,333

法人税等合計 123,403

少数株主損失（△） △99,025

四半期純損失（△） △435,880
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純損失（△） △411,502

減価償却費 145,006

貸倒引当金の増減額（△は減少） △7,194

退職給付引当金の増減額（△は減少） △165,281

商品取引責任準備金の増減額（△は減少） 53,219

商品取引事故引当金の増減額(△は減少) △215,171

受取利息及び受取配当金 △73,267

支払利息 19

投資有価証券売却損益（△は益） △196,969

売上債権の増減額（△は増加） 8,059

差入保証金の増減額（△は増加） 3,098,260

委託者先物取引差金（借方）の増減額（△は増
加）

△937,518

預託金の増減額（△は増加） 401,000

預り証拠金の増減額（△は減少） △2,786,236

受入保証金の増減額（△は減少） 329,848

長期未払金の増減額（△は減少） △559,700

その他 △379,350

小計 △1,696,780

利息及び配当金の受取額 72,944

利息の支払額 △19

法人税等の支払額 △104,345

法人税等の還付額 17,883

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,710,316

投資活動によるキャッシュ・フロー  

定期預金の払戻による収入 80,000

有形固定資産の取得による支出 △46,092

有形固定資産の売却による収入 34,167

無形固定資産の取得による支出 △81,096

投資有価証券の取得による支出 △393,122

投資有価証券の売却による収入 467,118

有価証券の償還による収入 100,000

敷金及び保証金の差入による支出 △50,709

敷金及び保証金の回収による収入 284,049

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による
収入

4,500

その他 48,238

投資活動によるキャッシュ・フロー 447,052
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（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー  

自己株式の取得による支出 △45,066

親会社による配当金の支払額 △97,746

少数株主への配当金の支払額 △33,068

財務活動によるキャッシュ・フロー △175,880

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,439,144

現金及び現金同等物の期首残高 5,063,163

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,624,018
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 当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する

会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に

従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

  

 当社グループは、前々連結会計年度において815百万円、前連結会計年度に2,767百万円、当第３四半期連結累

計期間に1,107百万円の大幅な営業損失を連続して計上し、また、営業キャッシュ・フローも前連結会計年度に

5,005百万円、当第３四半期連結累計期間に1,710百万円のマイナスとなっていることから、継続企業の前提に関

する重要な疑義が存在しております。 

 当社グループは、当該状況を解消するため、営業収益の改善を最優先課題として、預り証拠金の増加を目指

し、幅広い顧客層の開拓に主眼を置いた経済セミナーを東京及び大阪で定期開催し、お客様への情報提供を行い

顧客層の底辺の拡大を図っております。さらに、今後予想される24時間取引やクリアリング機能の強化による取

次業務の増加を睨み、取引が増加した場合にも対応可能な電算機システムの導入を計画するなど、当社グループ

の再編に総力を挙げて取り組んでおります。 

 また、商品先物取引事業以外に収益の中核を担う事業として外国為替証拠金取引事業を位置づけており、セミ

ナーを中心とした営業活動によって一層の預り資産の増加を図っております。今後はさらに収益性の高い店頭外

国為替証拠金取引業者へのＭ＆Ａによる規模の拡大を視野に入れ、バランスのとれた収益構造の構築を目指して

おります。 

 なお、今後も様々な経費削減策を実行してまいります。更に財務体質の改善を図るため、余剰資産の売却を行

いキャッシュ・フローの充実を目指してまいります。これらにより、黒字化のできる体質への転換を進めてまい

ります。 

 四半期連結財務諸表は継続企業を前提として作成されており、このような重要な疑義の影響を四半期連結財務

諸表には反映しておりません。    

当第３四半期連結累計期間（自平成20年４月１日 至平成20年12月31日） 

 当社グループは、貴金属、農産物、ゴム、石油、砂糖、アルミニウム等商品の売買及び売買の受託など、商

品先物取引業を中心とする営業活動、並びに有価証券の売買等、有価証券の売買等の委託の媒介、有価証券の

募集及び売出しの取扱い、有価証券の私募の取扱いなどの証券業を行っております。これらの営業活動は、金

融その他の役務提供を伴っており、この役務提供と一体となった営業活動を基に収益を得ているため、その事

業区分は、「投資・金融サービス業」であります。そのセグメントの営業収益及び営業利益の金額は、全セグ

メントの営業収益の合計及び営業利益の合計額に占める割合がいずれも90％超であるため、記載を省略してお

ります。 

  

  

当第３四半期連結累計期間（自平成20年４月１日 至平成20年12月31日） 

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。 

  

当第３四半期連結累計期間（自平成20年４月１日 至平成20年12月31日） 

海外売上高は、連結営業収益の10％未満のため、記載を省略しております。  

  

（４）継続企業の前提に関する注記 

（５）セグメント情報 

〔事業の種類別セグメント情報〕 

〔所在地別セグメント情報〕 

〔海外売上高〕 

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

 該当事項はありません。 
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「参考資料」  

前年同四半期に係る財務諸表等 

（１）（要約）四半期連結損益計算書 

前第３四半期連結累計期間（平成19年４月１日～12月31日） 

科目 

前年同四半期
（平成20年３月期 
第３四半期） 

金額（千円）

Ⅰ 営 業 収 益      

   1．受取手数料  2,591,566

   2．売買損益  1,738,060

   3．その他の営業収益  216,015

  営業収益合計  4,545,642

Ⅱ 営 業 費 用  6,306,762

 営 業 損 失（△） △1,761,120

Ⅲ 営 業 外 収 益  118,346

Ⅳ 営 業 外 費 用  9,462

経 常 損 失（△） △1,652,236

Ⅴ 特 別 利 益  465,090

Ⅵ 特 別 損 失  300,912

税金等調整前四半期純損失（△） △1,488,059

税金費用  130,418

少数株主損失（△） △51,432

四半期純損失（△） △1,567,045
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（２）（要約）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

前第３四半期連結累計期間（平成19年４月１日～12月31日） 

  
前年同四半期

（平成20年３月期 
第３四半期） 

区分 金額（千円）

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー      

 税金等調整前四半期純損失 △1,488,059

 減価償却費  163,781

 退職給付引当金の増減額 △746,127

 商品取引責任準備金の増減額 △350,137

 商品取引責任準備預金の増減額  517,570

 受取利息及び受取配当金 △70,710

 支払利息  3,848

 委託者未収金の増減額 △65,403

 差入保証金の増減額  421,580

 委託者先物取引差金（借方）の増減額 △118,900

 金銭の信託の増減額 △400,000

 預り証拠金の減少額 △3,202,392

 受入保証金の増減額  45,443

 長期未払金の増加額  543,943

 その他 △1,683,400

小計 △6,428,963

 利息及び配当金の受取額  68,631

 利息の支払額 △2,914

 法人税等の支払額 △86,029

営業活動によるキャッシュ・フロー △6,449,276

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー      

 定期預金の払戻による収入  320,000

 有形固定資産の取得による支出 △73,642

 無形固定資産の取得による支出 △42,679

 投資有価証券の取得による支出 △233,778

 投資有価証券の売却による収入  195,439

 保険積立金の積立による支出 △32,687

 保険積立金の満期返戻による収入  180,234

 その他 △17,492

投資活動によるキャッシュ・フロー  295,393

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー      

 短期借入による収入  1,321,269

 短期借入金の返済による支出 △1,330,123

 自己株式の取得による支出 △159,633

 配当金の支払額 △149,178

 少数株主への配当金の支払額 △49,602

財務活動によるキャッシュ・フロー △367,267

Ⅳ 現金及び現金同等物に係る換算差額 △456

Ⅴ 現金及び現金同等物の増加額 △6,521,606

Ⅵ 現金及び現金同等物の期首残高  10,388,356

Ⅶ 現金及び現金同等物の四半期末残高  3,866,749
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